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行っている。その後、健康な乳児（1～8ケ月）をもつ母親150名にプレテ

ストを行い、使用可能である(Cronbach'sα係数0.94)ことを確認し、最

終的な日本語版MAI尺度としている。中島(2001)も、同様に検討してい

るが、英語から日本語への翻訳は、職業翻訳家3名が別々に行い、2名以上

の翻訳文の意味内容が一致するものを選択し、日本語の修正を加えている。

原文の意味が反映されていなかった2項目について、米国と日本で臨床経験

があり、バイリンガルである助産 婦 に コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 受 け 日 本 版 の 翻

訳を修正した。次に英語を母国語とするバイリンガルである職業翻訳家1名

が日本語から英語への逆翻訳を行い、日本版の翻訳文が原文の意味を反映し

て い る かどうかを検討している。そして、日本版MAIの信頼性・妥当性の検

討として、1ケ月乳児検診の母親255名を対象に行っている。Cronbach'cM

係数は0．92、安定性はr=0.84(p<0.000)であった。主成分分析と因子分

析から、日本版MAIは、1次元に近い構造を示していた。併存妥当性として

用いた対児感情評定尺度との相関はr=0.38(p<0.05)で、支持されるほど

の関連はなかったとされている。この尺度の信頼性は、支持されたといえる

が、妥当性については、情意領域の母親の愛着を測定する尺度としては十分

支持されているとはいい難い。母親の愛着尺度日本版（中島，2001）の項目

を表3に示した。

3）育児ストレスについて

母親の育児ストレスを測定するために開発されたものにParentingStress

Index(以下、PSIとする)(AbidinRR.,1983)がある。PSIは、子どもの気

質的特徴や、親のパーソナリティー、親の社会的因子等から多面的に育児ス

トレスを測定する101項目からなる質問紙である。原版は、米国の1歳から

12歳までの子どもを持つ親を対象に、信頼性と妥当性が検証されている

(AbidinRR.,1990)。原版PSIは、子どもの特徴に関わるストレスは47項

目で、子どもの散漫性／多動性、親を喜ばせる度合いなど6下位尺度から構

成されている。日本では奈良間他（1999）が日本版ParentingStress

Index(PSI)の信頼性と妥当性を検証している。日本版PSIは、乳幼児健診来

所中の母親1109名を対象とし、因子分析の結果、原版とは異なる78項目

15下位尺度としての使用が妥当とされている。子どもの特徴に関わるストレ
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